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自
然
保
護
憲
章
制
定
の
意
義4味

修

自
然
保
護
関
係
の
運
動
を
し
て
い
る
人
々
に
と

っ
て
多
年
の
念
顕
で

あ
っ

た
自
然
保
護
憲
章
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
憲
章
の
制
定
に
関
係
を

も
ち
つ
づ
け
て
き
た
私
と
し
て
も
深
い
感
慨
な
き
を
得
な
い
。

自
然
保
護
憲
章
と
い

っ
た
も
の
を
国
民
の
自
然
保
護
に
対
す
る
心
構

え
な
い
し
行
動
の
指
針
と
し
て
作
ろ
う
と
い
う
動
き
が
は
じ
ま

っ
た
の

は
も
う
ず
い
ぶ
ん
前
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
こ
ん
ど
の
よ
う
な
形

で
実
を
結
ぶ
に
至
る
ま
で
に
は
い
ろ
い
ろ
の
経
過
が
あ
っ

た
。
最
初
の

う
ち
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
国
立
公
園
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
わ
が
国

の
美
し
レ
自
然
対
観
の
保
全

・
保
護
と
い
う
こ
と
を
主
な
対
象
に
し
て

考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
わ
が
国
を
と
り
ま
く
情
勢
は
大
き
く

か
わ
り
、
公
害
と
か
、
環
境
保
全
の
問
題
が
切
実
な
社
会
問
題
と
し
て

国
民
各
層
の
関
心
を
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
の
で
、
そ
れ
に
伴

っ
て
憲
章

の
構
想
も
次
第
に
か
わ
り
、
こ
ん
ど
制
定
さ
れ
た
憲
章
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
、
自
然
の
意
義
、
自
然
と
人
間
の
関
係
、
自
然
に
対
す
る
人
聞
の

心
構
え
な
ど
を
根
元
的
に
掘
り
下
げ
て
考
え
直
し
、
そ
こ
か
ら
、
自
然

保
護

・
自
然
環
境
の
保
全
と
い

っ
た
問
題
全
般
に
関
し
て
国
民
が
そ
の

心
構
え
な
い
し
行
動
の
指
針
と
し
て
も
つ
べ
き
こ
と
が
ら
を
導
き
出
そ

う
と
い
う
姿
勢
が
と
ら
れ
た
。
こ
れ
は
正
し
い
方
向
で
あ
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
後
世
に
向

っ
て
も
、
外
国
に
向

っ
て
も
、
批
判
に
た
え
う
る
憲

章
に
な

っ
た
と
い
え
る
と
思
う。

憲
章
は
、
現
在
の
情
勢
下
で
は
、
作
る
こ
と
自
体
に
も
意
義
は
あ
る

が
、
そ
れ
が
真
の
側
値
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
国
民
各
自
に
よ

っ
て

そ
の
中
味
が
確
実
に
実
践
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
憲
章
作
成
の
関
係
者

に
-課
さ
れ
た
謀
題
は
、
今
後
、
国
民
の
実
践
的
協
力
を
う
る
確
実
な
み

ち
を
い
か
に
し
て
き
り
聞
い
て
行
く
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

(自
然
保
誕
恋
立
制
定
国
民
会
議
準
備
委
員
会
代
表

・
自
然
環
繍
保
全
務
議
会
会
長
)

企

六
月
五
日
に
聞
か
れ
た
自
然
保
護
憲
章
宣
言
式
に
お
け
る
若
人
の
決
意
表
明



自然保護憲章

自然は
、人間
をはじ
めとし
て生き
と

し生け
るもの
の母胎
であり
、厳粛
で微

妙な法
則を有
しつつ
調和を
保つも
ので

ある。人間は
、日光
、大気
、水、
大地、
動

植物な
どとと
もに自
然を構
成し、
自然

から恩
恵とと
もに試
練をも
受け、
それ

らを生
かすこ
とによ
って、
文明を
きず

きあげ
てきた
。

しかる
に、わ
れわれ
は、い
つの日
か

らか、
文明の
向上を
追うあ
まり、
自然

のとう
とさを
忘れ、
自然の
しくみ
の微

妙さを
軽んじ
、自然
は無尽
蔵であ
ると

いう錯
覚から
資源を
浪費し
、自然
の調

和をそ
こなっ
てきた
。

この傾
向は近
年とく
に著し
く、大
気

の汚染
、水の
汚濁、
みどり
の消滅
など、

自然界
におけ
る生物
生存の
諸条件
は、

いたる
ところ
で均衡
が破ら
れ、自
然環

境は急
速に悪
化する
にいた
った。

この状
態がす
みやか
に改善
されな
け

れば、
人間の
精神は
奥深い
ところ
まで

むしば
まれ、
生命の
存続さ
え危ぶ
まれ

るにい
たり、
われわ
れの未
来は重
大な

危機に
直面す
るおそ
れがあ
る。し
かも、

自然は
ひとた
び破壊
される
と、復
元には
長い年
月がか
かり、
あるい
は全く
復

元でき
ない場
合さえ
ある。

今こそ
、自然
の厳粛
さに目
ざめ、
自

然を征
服する
とか、
自然は
人間に
従属

するな
どとい
う思い
あがり
を捨て
、自

然をと
うとび
、自然
の調和
をそこ
なう

ことな
く、節
度ある
利用に
つとめ
、自

然環境
の保全
に国民
の総力
を結集
すべ

きであ
る。

よって
、われ
われは
、ここ
に自然
保

護憲章
を定め
る。

自然を
とうと
び、自
然を愛
し、自

然に親
しもう
。

自然に
学び、
自然の
調和を
そこな

わない
ように
しよう
。

美しい
自然、
大切な
自然を
永く子

孫に伝
えよう
。

一自然
を大切
にし、
自然環
境を保
全

するこ
とは、
国、地
方公共
団体、
法

人、個
人を問
わず、
最も重
要なつ
と

めであ
る。二すぐ

れた自
然景観
や学術
的価値
の

高い自
然は、
全人類
のため
、適切
な管

理のも
とに保
護され
るべき
である
。

三開発
は総合
的な配
慮のも
とで慎
重に進
められ
なけれ
ばなら
ない。
それ

はいか
なる理
由によ
る場合
でも、
自

然環境
の保全
に優先
するも
のでは
な

い。
四自然
保護に
ついて
の教育
は、幼
い

ころか
らはじ
め、家
庭、学
校、社
会

それぞ
れにお
いて、
自然に
ついて
の

認識と
愛情の
育成に
つとめ
、自然
保

護の精
神が身
につい
た習性
となる
ま

で、徹
底をは
かるべ
きであ
る。

五自然
を損傷
したり
、破壊
した場
合

は、す
べてす
みやか
に復元
につと
め

るべき
である
。

六身ぢ
かなと
ころか
ら環境
の浄化
や

みどり
の造成
につと
め、国
土全域
に

わたっ
て美し
く明る
い生活
環境を
創

造すべ
きであ
る。

七各種
の廃棄
物の排
出や薬
物の使
用

などに
よって
、自然
を汚染
し、破
壊

するこ
とは許
されな
いこと
である
。

八野外
にごみ
を捨て
たり、
自然物
を

傷つけ
たり、
騒音を
出した
りする
こ

とは、
厳に慎
むべき
である
。

九自然
環境の
保全に
あたっ
ては、
地

球的視
野のも
とに、
積極的
に国際
協

力を行
うべき
である
。
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自
然
保
護
憲
章
制
定

運
動
の
経
緯

f呆

わ
が
国
が
敗
戦
後
の
荒
廃
よ
り
立
ち
直
る
た
め

に
、
国
を
あ
げ
て
進
め
た
経
済
開
発
が
急
速
に
進

む
に
連
れ
、
そ
の
反
面
に
、
世
界
に
誇
る
に
足
る

わ
が
国
土
の
美
し
い
自
然
が
、
至
る
所
で
惜
し
み

な
く
損
壊
さ
れ
る
弊
害
が
顕
著
と
な
っ
た
。

日
本
自
然
保
護
協
会
で
は
、
そ
の
対
策
と
し
て

わ
が
民
族
を
は
ぐ
く
ん
だ
日
本
列
島
の
勝
れ
た
自

然
を
大
切
に
す
る
心
が
ま
え
を
国
民
の
聞
に
取
り

戻
し
、
も

っ
て
、
わ
が
国
土
に
残
さ
れ
た
貴
重
な

自
然
を
護
り
、
併
せ
て
接
損
さ
れ
た
自
然
を
復
元

す
る
こ
と
の
緊
要
性
を
痛
感
し
、
そ
の
目
的
達
成

の
た
め
の
根
本
的
施
策
を
検
討
し
て
い
た
。

た
ま
た
ま
昭
和
三
十
九
年
末
に
協
会
研
究
員
を

兼
ね
て
い
た
横
浜
国
大
の
宮
脇
昭
氏
が
西
独
の
国

立
自
然
保
護
研
究
所
留
学
よ
り
帰
国
さ
れ
、
研
究

員
伊
藤
秀
三
氏
と
筆
者
へ
西
独
「
マ
イ
ナ
ウ
の
緑

の
憲
章
」
の
土
産
話
を
さ
れ
た
。

こ
の
緑
の
憲
章
は
西
独
の
自
然
保
護
に
関
心
を

然自( 3 )第三種郵便物認可

で

き

る

石

神

甲

子

郎

持
つ
民
間
各
界
の
代
表
が
、
ボ
l
デ
ン
湖
畔
マ
イ

ナ
ウ
に
集
ま
り
、
五
カ
年
を
費
や
し
て
討
議
の
末

一
九
六
一
年
四
月
に
制
定
さ
れ
た
。
法
律
で
は
な

い
が
国
や
州
の
自
然
保
護
行
政
の
基
礎
と
な
り
、

一
般
市
民
の
共
感
を
得
て
、
各
種
教
育
の
基
盤
と

も
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
日
本
に
も
民
間
人
の
手
に
よ
り
、
わ

が
国
民
の
日
常
生
活
の
指
針
と
な
る
よ
う
な
独
特

の
自
然
保
護
憲
章
制
定
の
必
要
を
認
め
て
、
藤
原

理
事
長
、
児
玉

・
本
田
両
常
務
理
事
の
同
意
を
得

て
自
然
保
護
憲
章
制
定
運
動
に
着
手
し
た
。

こ
の
着
想
は
大
崎
康
国
立
公
園
局
長
の
共
鳴
を

得
、
昭
和
四
十
一
年
夏
の
大
山
国
立
公
園
鏡
ケ
成

に
開
催
さ
れ
た
第
八
回
国
立
公
園
大
会
に
て
、
千

家
国
立
公
園
協
会
理
事
長
の
司
会
に
て
、
参
列
者

一
同
が
自
然
保
護
憲
章
制
定
を
決
議
し
た
。

爾
来
、
国
立
公
園
協
会
・
新
生
活
運
動
協
会

・

日
本
山
岳
協
会
・
日
本
観
光
協
会

・
日
本
自
然
保

護
協
会
が
幹
事
団
体
と
な
り
、
自
然
保
護
憲
章
案

の
研
究
に
着
手
し
た
が
、
自
然
と
は
、
憲
章
と
は

等
の
基
礎
的
問
題
の
一
致
す
ら
困
難
で
あ
っ
た
。

四
十
三
年
四
月
、
厚
生
省
自
然
公
園
審
議
会
は

「
自
然
公
園
制
度
の
基
本
的
方
策
」
を
諮
問
さ
れ

た
答
申
中
に
、
自
然
保
護
憲
章
制
定
の
必
要
を
述

べ
ま
た
同
年
九
月
、
内
閣
の
観
光
政
策
審
議
会
も

「
経
済
社
会
の
発
展
に
伴
う
国
民
生
活
水
準
の
変

化
に
対
応
す
る
観
光
の
あ
り
方
に
関
す
る
答
申
」

に
自
然
保
護
憲
章
制
定
が
含
ま
れ
て
い
た
。

四
十
四
年
末
に
日
本
自
然
保
護
協
会
は
児
玉
政

介
常
務
理
事
の
主
張
に
よ
り
、
協
会
内
に
自
然
保

護
憲
章
研
究
部
会
の
設
立
を
決
し
、
四
十
五
年
一

月
に
第

一
回
憲
章
研
究
部
会
を
聞
き
二
十
二
人
の

委
員
は
林
修
三
氏
を
部
会
長
に
選
出
し
、
爾
来
十

数
回
の
委
員
会
を
聞
き
、
六
次
に
わ
た
る
議
案
を

検
討
し
て
、
同
年
十
月
に
日
本
自
然
保
護
協
会
と

し
て
の
自
然
保
護
憲
章
第
一
次
案
を
発
表
し
た
。

林
修
三
氏
は
こ
の
第
一
次
案
を
法
制
局
と
内
閣

に
説
明
さ
れ
た
が
、
同
年
末
の
国
会
に
提
出
さ
れ

た
公
害
対
策
基
本
法
に
「
緑
地
そ
の
他
自
然
環
境

の
保
全
に
努
め
る
」
と
の
条
項
が
追
加
さ
れ
、
ま

た
自
然
公
園
法
に

「勝
れ
た
自
然
風
景
地
の
保
護

は
国
の
責
任
で
あ
る
」
と
の
条
項
が
設
け
ら
れ
た

の
は
、
第
一
次
案
の
影
響
と
い
わ
れ
る
。

当
協
会
は
全
国
に
わ
た
り
、
二
十
余
回
の
講
演

会
や
講
習
会
等
に
て
憲
章
第
一
次
案
を
説
明
し
広

く
批
判
や
意
見
を
求
め
、
さ
ら
に
、
荒
垣
秀
雄
理

事
の
取
り
ま
と
め
で
自
然
保
護
憲
章
第
二
次
案
を

作
り
、
こ
れ
を
自
然
保
護
関
係
団
体
に
示
し
た
。

そ
こ
で
、
自
然
保
護
百
四
十

一
団
体
は
藤
原
孝

夫
会
長
の
も
と
に
、
自
然
保
護
憲
章
制
定
促
進
協

議
会
を
結
成
し
、
千
家
氏
を
座
長
に
、
自
然
保
護

協
会
第
二
次
案
を
も
と
と
し
て
、
改
め
て
促
進
協

議
会
案
を
作
り
、
四
十
七
年
四
月
に
発
表
し
た
。

こ
の
案
は
地
方
公
共
団
体
の
自
然
保
護
条
例
等
に

少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
ま
た
、
促

進
協
議
会
は
こ
の
案
を
大
石
環
境
庁
長
官
に
提
出

し
、
国
民
の
総
意
に
よ
る
自
然
保
護
憲
章
を
作
る

よ
う
お
願
い
し
、
長
官
も
大
い
に
熱
意
を
示
さ
れ

た
が
、
政
変
に
て
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
に
至
ら

な
か

っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。

一

つ
い
で
、
四
十
七
年
末
に
三
木
環
境
庁
長
官
が

一

就
任
さ
れ
る
や
、
四
十
八
年
一
月
山
下
理
事
、
筆

者
等
が
長
官
に
面
接
し
、
改
め
て
全
国
民
の
総
意

に
よ
る
自
然
保
護
憲
章
の
制
定
方
を
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
快
諾
さ
れ
、
自
然
保
護
局
を
挙
げ
て
支
援

を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
俄
然
自
然
保
護
憲
章

制
定
運
動
は
急
速
に
進
展
す
る
こ
と
と
な

っ
た。

す
な
わ
ち
、
二
月
に
は
自
然
保
護
関
係
団
体
代

表
と
学
識
経
験
者
と
に
よ
り
、
第
一
回
自
然
保
護

憲
章
問
題
懇
談
会
を
聞
き
、
憲
章
制
定
は
国
民
の

総
意
に
よ
り
、
民
間
の
各
界
よ
り
成
る
新
た
な
団

体
を
結
成
し
て
、
草
案
を
作
る
こ
と
と
し
、
国
は

側
面
的
援
助
を
行
う
こ
と
等
を
決
し
た
。

九
月
に
第
二
回
憲
章
問
題
懇
談
会
を
聞
き
、

ω

自
然
保
護
憲
章
は
四
十
九
年
環
境
週
間
中
に
、
憲

章
制
定
国
民
会
議
を
聞
い
て
制
定
す
る
。

ω国
民

会
議
お
よ
び
宣
言
式
の
た
め
に
、
自
然
保
護
憲
章

制
定
国
民
会
議
準
備
委
員
会
を
設
け
る
。

ω憲
章

案
は
準
備
委
員
会
内
の
起
草
委
員
会
に
て
検
討
す

る
等
を
決
し
た
。

十
一
月
二
十
二
日
第
三
回
憲
章
問
題
懇
談
会
を

聞
き
、
各
界
に
わ
た
る
全
国
的
組
織
の
十
三
団
体

と
十
一
個
人
を
世
話
人
に
委
嘱
し
、
同
月
二
十
三

日
の
第
一
回
世
話
人
会
に
は
三
木
長
官
も
出
席
さ

れ
、
世
話
人
代
表
に
林
修
三
氏
を
選
出
し
、
国
民

会
議
準
備
委
員
会
の
構
成
並
び
に
十
七
人
の
幹
事

の
委
嘱
等
を
行
っ
た
。

十
二
月
七
日
第

一
回
幹
事
会
で
、
国
民
会
議
準
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備
委
員
会
は
各
種
の
全
国
的
組
織
の
代
表
と
考
え

ら
れ
る
四
十
九
団
体
と
三
十
二
学
識
経
験
者
よ
り

構
成
す
る
こ
と
な
ど
を
、
さ
ら
に
、
四
十
九
年
一

月
十
一
日
第
二
回
幹
事
会
に
て
、
起
草
委
員
候
補

者
の
選
定
と
、
必
要
経
費
の
寄
付
募
集
等
を
内
定

し
た
。

か
く
し
て
、

一
月
十
八
日
赤
坂
プ
リ

ン
ス
ホ
テ

ル
に
て
、
三
木
長
官
出
席
の
も
と
で
、
第
一
回
自

然
保
護
憲
章
制
定
国
民
会
議
準
備
委
員
会
を
開
催

し
、
趣
意
書

・
会
則

・
予
算

・
作
業
日
程
等
を
定

め
、
憲
章
の
起
草
委
員
を
推
薦
し
た
。

起
草
委
員
会
は
林
修
三
氏
を
委
員
長
に
、

一
月

三
十
日
第
一
回
を
聞
い
て
以
来
、
ほ
ぼ
十
日
ご
と

に
委
員
会
を
開
催
し
、
五
月
九
日
の
第
十
一
回
起

草
委
員
会
に
て
、
最
終
案
と
し
て
の
自
然
保
護
憲

章
案
を
作
成
し
た
。

こ
の
間
、
四
月
四
日
の
第
二
回
準
備
委
員
会
に

て
国
民
会
議
開
催
要
領
を
、
五
月
十
日
の
第
三
回

の
準
備
委
員
会
に
て
、
宣
言
式
挙
行
要
領
と
、
国

民
会
議
に
提
出
す
る
起
草
委
員
会
作
成
の
自
然
保

護
憲
章
原
案
を
可
決
し
た
。
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一
月
三
イ

一
日
第
一
回
よ
り
三
月
八
日
第
五
回

委
員
会
ま
で
は
、
憲
章
案
の
全
般
に
わ
た
る
基
礎

的
な
意
見
の
交
換
を
行
っ
た
。
三
月
十
九
日
第
六

回
よ
り
は
、
委
員
の
同
意
に
よ
り
、
先
に
自
然
保

護
団
体
よ
り
提
出
さ
れ
た
四
十
七
年
の
自
然
保
護

憲
章
案
を
た
た
き
台
と
し
て
、
改
正
案
や
意
見
書

の
提
出
を
求
め
、
新
し
い
窟
章
案
作
成
の
作
業
を

続
け
た
。
五
月
九
日
の
第
十
一
回
委
員
会
に
お
い

て
、
よ
う
や
く
国
民
会
議
準
備
委
員
会
に
提
出
す

る
原
案
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
間
に
、
自
然
と
は
何
か
、
自
然
保
護
と
は

何
か
、
自
然
環
境
と
は
何
か
、
自
然
と
人
聞
と
の

関
係
は
如
何
、
自
然
保
護
憲
章
の
目
的
は
何
か
、

憲
章
と
法
律
と
の
差
異
如
何
、
憲
章
の
対
象
を
ど

こ
に
置
く
か
、
自
然
よ
り
の
恩
恵
、
自
然
へ
の
恐

怖
、
自
然
破
壊
の
状
況
と
そ
の
原
因
、
開
発
と
自

然
と
の
関
連
、
自
然
復
元
、
生
命
の
原
点
と
し
て

の
自
然
、
自
然
の
構
成
要
素
、
自
然
と
資
源
、
自

然
と
科
学
、
自
然
と
生
存
、
自
然
の
利
用
と
消
費

と
自
粛
、
自
然
へ
の
感
謝
、
自
然
優
先
か
人
間
優

先
か
等
々
が
、
各
人
各
様
の
思
想
と
哲
学
と
信
仰

に
も
と
づ
い
て
、
す
こ
ぶ
る
活
発
に
意
見
が
述
べ

ら
れ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
は
い
ず
れ
も
極
め

て
難
解
で
、
多
岐
に
わ
た
り
関
連
を
持
ち
、
か

っ

日
ご
ろ
の
生
活
に
直
接
関
係
あ
る
問
題
が
多
い
の

で
、
委
員
は
い
ず
れ
も
独
自
の
解
釈
や
意
見
を
持

ち
、
帰
一
す
る
こ
と
は
す
こ
ぶ
る
困
難
で
あ
っ
た

が
、
と
に
か
く
多
く
の
人
の
理
解
し
得
る
よ
う
な

表
現
と
内
容
と
を
盛
り
込
む
こ
と
に
つ
と
め
た
。

一
方
、
概
論
と
し
て
は
、
憲
・草
に
含
ま
れ
る
べ

き
理
念
や
内
容
は
、
高
速
な
理
想
や
次
元
の
高
い

哲
学
や
信
仰
な
ど
を
盛
り
込
む
こ
と
は
必
要
で
あ

る
が
、
憲
章
の
対
象
が
一
億
国
民
で
あ
る
か
ら
、

老
幼
男
女
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
理
解
さ
れ
や
す
い
、

む
し
ろ
や
さ
し
い
表
現
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と

は

一
致
し
た
意
見
で
あ
っ
た
。

な
お
、
起
草
委
員
会
並
び
に
準
備
委
員
会
に
お

い
て
は
、
毎
回
速
記
を
取
り
仮
刷
を
作

っ
て
、
次

回
に
各
委
員
に
配
布
し
、
審
議
の
参
考
に
供
し

た
。
速
記
録
は
国
民
会
議
準
備
委
員
会
三
冊、

起

革
委
員
会
十
一
冊
、
国
民
会
議

一
冊
と
な
っ
た
が

い
ず
れ
本
印
刷
に
付
し
て
関
係
方
面
の
参
考
に
資

し
た
い
。自

然
保
護
憲
章

各
節
・
項
目
等
の
説
明

憲
章
案
の
構
成
は
、
自
然
保
護
団
体
提
出
の
四

十
七
年
態
草
案
と
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

ω最

初
に
前
文
と
称
す
る
部
分
が
全
体
の
半
ば
を
占
め

ω次
に
中
央
に
三
節
よ
り
成
る
主
標
と
称
す
る
部

分
が
あ
り
、

ω最
後
に
九
項
目
の
実
践
項
目
と
称

す
る
部
分
の
三
部
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

前
文
で
は
自
然
の
定
義
、
人
間
と
自
然
と
の
関

連
、
自
然
に
つ
い
て
の
理
解
の
誤
り
と
錯
覚
、
ひ

い
て
は
人
間
の
自
然
破
壊
の
状
況
等
を
述
べ

、
こ

れ
が
や
が
て
、
人
間
生
存
の
危
機
の
恐
れ
あ
る
こ

と
等
を
瞥
告
し
、
今
こ
そ
、
自
然
に
関
す
る
人
間

優
先
の
誤
っ
た
考
え
方
を
捨
て
て
、
自
然
へ
の
正

し
い

心
が
ま
え
を
持
ち
、
人
々
の
生
活
環
境
の
保

全
に
努
力
す
る
た
め
の
指
針
と
し
て
、
自
然
保
護

憲
章
を
制
定
す
る
と
決
意
を
示
し
、
自
然
環
境
の

保
全
に
国
民
の
総
力
を
結
集
す
べ
き
で
あ
る
と
し

て
い
る
。

主
標
は
自
然
保
護
憲
章
の
中
核
で
あ

っ
て
、
こ

れ
の
み
に
て
も
、
自
然
保
護
憲
章
の
意
義
を
端
的

に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

実
践
項
目
は
、
前
文
と
中
核
と
に
示
さ
れ
た
思

想
に
も
と
づ
き
、
人
間
の
行
動
を
規
制
す
べ
き
や

や
具
体
的
指
針
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
各
節
、
各
項
目
に
つ
き
述
べ
て
み
よ
う
。

前
文
第
一
節
は
、
自
然
の
定
義
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
自
然
は
あ
ら
ゆ
る
生
物
の
母
胎
で
あ
り
、
厳
粛

な
法
則
や
、
微
妙
な
法
則
を
有
し
な
が
ら
調
和
を

た
も
つ
も
の
で
あ
る
と
い

っ
て
い
る
。

第
二
節
は
、
自
然
に
お
け
る
人
の
位
置
関
係
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。

自
然
は
太
陽
よ
り
降
り
注
ぐ
日
光
、
す
な
わ
ち

光
と
熱
と
、
地
球
に
属
す
る
空
気

・
水
・

土
地
等

の
無
機
物
と
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
無
機
物
よ
り

は
ぐ
く
ま
れ
た
植
物
や
動
物
な
ど
を
構
成
要
素
と

し
、
人
聞
は
こ
の
自
然
よ
り
は
ぐ
く
ま
れ
た
動
物

の
一
種
属
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
、
自
然
の
内
に
お

け
る
人
間
の
位
置
関
係
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
人
聞
は
自
然
か
ら
限
り
な
い
恩
恵
を

享
受
し
て
生
存
を
続
け
る
と
共
に
、
時
に
は
恐
る

べ
き
数
々
の
天
災
等
の
試
練
を
も
受
け
て
、
こ
れ

に
堪
え
抜
い
て
、
自
然
か
ら
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
学

び
取
り
、
こ
れ
ら
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、

今
日
の
文
明
を
築
い
て
来
た
と
説
明
し
て
い
る
。

以
上
の
一
節
と
第
二
節
と
は
、
い
ず
れ
も
自
然

は
人
よ
り
も
は
る
か
に
勝
れ
た
偉
大
な
存
在
で
あ

る
と
い
う
、
自
然
優
先
の
思
想
を
示
し
た
も
の
で

こ
の
東
洋
哲
学
に
よ
る
考
え
方
が
、
こ
の
自
然
保

護
憲
章
を
通
じ
て
の
基
調
を
成
し
て
い
る
。

第
三
節
は
、
人
々
が
今
日
ま
で
、
そ
の
欲
望
の

お
も
む
く
ま
ま
に
、
物
質
的
文
明
の
向
上
の
み
を

追
う
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
い
つ
し
か
自
然
の
恩

恵
に
馴
れ
、
自
然
の
と
う
と
さ
を
忘
れ
、
自
然
の

し
く
み
の
微
妙
さ
を
軽
視
す
る
等
、
自
然
に
つ
い

て
の
無
理
解
や
錯
覚
か
ら
、
自
然
の
資
源
を
乱
費

し
、
自
然
を
破
壊
し
、
自
然
の
調
和
を
そ
こ
な
っ

て
来
た
と
反
省
的
に
述
べ
て
い
る
。

第
四
節
は
、
自
然
破
壊
の
影
響
を
や
や
具
体
的

に
あ
げ
て
、
そ
の
弊
害
と
し
て
、
大
気
は
汚
染
し

水
は
汚
濁
し
、
緑
の
樹
林
は
伐
採
さ
れ
る
な
ど
、
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自
然
界
に
お
け
る
生
物
生
存
の
各
種
の
条
件
は
、

全
国
至
る
所
で
そ
の
均
衡
が
破
ら
れ
て
、
自
然
環

境
が
急
速
に
悪
化
し
た
と
説
明
し
て
い
る
。

第
五
節
は
、
自
然
破
壊
が
人
間
生
活
へ
著
し
く

悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
警
告
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
自
然
は
一
度
破
壊
す
れ
ば
、
そ
の
復
元
に
は

長
年
月
を
要
し
、
あ
る
い
は
全
く
復
元
で
き
ぬ
場

合
も
あ
る
の
で
、
前
述
の
ご
と
き
自
然
倣
壊
を
速

や
か
に
改
善
さ
れ
ぬ
場
合
は
、
や
が
て
、
人
聞
は

健
康
は
も
ち
ろ
ん
精
神
面
ま
で
著
し
く
傷
つ
け
ら

れ
、
生
命
の
存
続
す
ら
危
ぶ
ま
れ
、
人
類
の
将
来

に
大
き
な
危
機
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ
る
と
戒
し

め
て
い
る
。

第
六
節
は
、
自
然
へ
の
誤
っ
た
観
念
を
捨
て
、

自
然
へ
の
認
識
を
根
本
的
に
改
め
て
、
自
然
に
つ
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い
て
の
正
し
い
心
が
ま
え
を
持
つ
こ
と
の
必
要
を

述
べ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
自
然
現
象
の
厳
粛
さ
に
目
ざ
め
、

従
来
や
や
も
す
れ
ば
、
人
が
自
然
を
征
服
す
る
と

か
、
自
然
は
人
間
に
従
属
す
る
も
の
で
あ
る
な
ど

と
い
う
、
人
間
優
先
の
思
い
上
が
り
よ
り
発
し
た

誤
っ
た
考
え
方
を
捨
て
て
、
日
本
民
族
の
本
来
の

思
想
で
あ
る
、
偉
大
な
自
然
を
と
う
と
び
、
自
然

の
資
源
の
限
り
あ
る
こ
と
に
思
い
を
致
し
、
各
人

ほ
ど
ほ
ど
に
、
節
度
あ
る
自
然
の
利
用
に
つ
と
め

自
然
の
調
和
を
そ
こ
な
わ
ぬ
よ
う
に
し
て
、
自
然

環
境
の
保
全
に
向
か
っ
て
、
国
民
は
一
致
し
て
努

力
す
べ
き
で
あ
る
と
説
述
し
て
い
る
。

第
七
節
は
憲
章
制
定
の
決
意
を
表
し
て
い
る
。

主
標
は
、
自
然
保
護
憲
章
の
最
も
中
核
的
な
大

切
な
思
想
や
行
動
を
集
約
的
に
述
べ
た
も
の
で
、

主
標
の
み
で
も
自
然
保
護
憲
章
の
内
容
を
端
的
に

示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
」初等

教
育
の
生
徒
も
こ
の
主
標
を
暗
記
す
る
こ
と
で
、

憲
章
の
大
意
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え

る。
一
行
目
は
、
自
然
を
と
う
と
び
、
自
然
を
愛
護

せ
よ
と
、
自
然
に
親
し
む
心
が
ま
え
を
示
し
、

二
行
目
は
、
自
然
よ
り
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
学
び

取
っ
て
、
自
然
の
調
和
を
そ
こ
な
わ
ぬ
よ
う
に
自

粛
を
求
め
た
も
の
で
、
個
体
維
持
の
た
め
の
必
要

な
条
件
を
示
し
、

三
行
目
は
、
美
し
い
自
然
や
大
切
な
自
然
は
永

く
子
孫
に
伝
え
る
義
務
が
あ
る
と
種
族
維
持
の
た

め
の
必
要
条
件
を
の
べ
て
い
る
。

実
践
項
目
は
、
上
述
の
自
然
保
護
思
想
に
も
と

づ
く
行
動
指
針
で
あ
る
。

第
一
項
は
、
自
然
を
大
切
に
し
、
自
然
環
境
を

保
全
す
る
こ
と
は
、
人
聞
が
集
団
生
活
を
す
る
た

め
の
あ
ら
ゆ
る
組
織
を
は
じ
め
各
人
で
も
、
そ
の

責
任
が
あ
る
と
い
う
原
則
を
述
べ
て
い
る
。

第
二
項
は
、
勝
れ
た
自
然
景
観
や
、
学
術
的
価

値
あ
る
自
然
は
全
人
類
の
た
め
に
、
適
当
な
管
理

を
行
い
、保
誰
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、自
然
保
護
運
動
の
初
期
以
来
の
思
想
で
あ
る
。

第
三
項
は
、
人
間
生
存
の
た
め
に
は
自
然
を
ほ

ど
ほ
ど
に
開
発
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
こ
の
た
め

に
は
、
ま
ず
総
合
的
学
術
調
査
等
を
行
い
、
各
般

の
利
害
を
比
較
考
究
し
て
、
慎
重
に
行
う
べ
き
で

あ
り
、
第
一
に
自
然
環
境
の
保
全
を
優
先
的
に
考

慮
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
項
目
は
産

業
開
発
に
関
係
深
い
の
で
活
発
な
'
意
見
交
換
が
あ

っ
た
。第

四
項
は
、
自
然
を
大
切
に
す
る
心
が
ま
え
が

日
常
の
行
動
に
伴
う
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
幼

い
時
よ
り
の
家
庭
の
し
つ
け
に
始
ま
り
、
各
階
の

学
校
教
育
に
お
い
て
、
自
然
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿

を
よ
く
学
ん
で
、
自
然
保
護
の
心
が
ま
え
が
身
に

つ
い
た
習
慣
と
な
る
ま
で
、
徹
底
し
た
教
育
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
自
然
保
護
思
想

普
及
の
た
め
に
最
も
重
点
的
な
施
策
で
あ
る
。

第
五
項
は
、
自
然
を
破
壊
し
た
場
合
は
、
そ
の

破
壊
の
原
因
者
の
負
担
に
て
復
元
す
べ
き
こ
と
を

示
し
た
も
の
で
、
経
済
活
動
や
、
生
活
の
及
ぼ
す

影
響
や
結
果
に
つ
い
て
の
責
任
を
原
則
的
に
述
べ

て
い
る
。
原
案
の
義
務
は
強
す
ぎ
る
と
の
意
見
で

あ

っ
た
。

第
六
項
は
、
自
然
復
元
の
具
体
的
問
題
を
述
べ

た
も
の
で
、
特
に
緑
樹
の
繁
茂
は
自
然
の
代
表
的

条
件
で
あ
る
か
ら
、
生
活
の
身
近
な
所
か
ら
生
活

環
境
の
浄
化
や
、税
化
に
つ
と
め
て
、圏
内
に
美
し

く
明
る
い
生
活
環
境
を
造
成

・
復
元
す
る
必
要
を

一

述
べ

、緑
樹
と
人
間
と
の
共
存
関
係
が
、人
類
生
存

一

の
た
め
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。

-

第
七
項
は
、
廃
楽
物
の
規
制
で
あ
り
、
各
種
の

一

廃
楽
物

・
排
水
や
、
薬
物
の
使
用
な
ど
に
よ
り
、

一

自
然
を
汚
染
し
た
り
、
自
然
を
破
壊
し
て
は
な
ら

ぬ
と
の
警
告
で
あ
り
、
そ
の
規
制
目
標
と
し
て
は

自
然
の
自
浄
作
用
と
自
然
復
元
可
能
な
範
囲
内
で

あ
る
べ
き
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。

第
八
項
は
、
何
人
も
で
き
る
自
然
保
護
運
動
と

一

し
て
、
各
自
が
至
る
所
で
ご
み
を
捨
て
た
り
、
動

一

植
物
や
地
質
等
を
傷
つ
け
た
り
、
あ
る
い
は
騒
音

-

を
出
し
て
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
た
り
す
る
こ
と

一

は
慎
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
警
告
し
て
い
る
。

第
九
項
は
、
自
然
保
護
の
問
題
は
、
単
に
圏
内

一

問
題
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
地
球
的
の
広
い

視
野
に
立
っ
て
、
積
極
的
に
国
際
的
に
協
力
す
べ

き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

自
然
保
護
憲
章
制
定

国
民
会
議

か
く
て
、
予
定
ど
お
り
、
環
境
週
間
第
一
日
六

月
五
日
午
前
十
時
半
よ
り
、
N
H
K
ホ
l
ル
に
お

い
て
、
自
然
保
護
憲
章
制
定
国
民
会
議
を
開
催
し

た
。
す
な
わ
ち
定
刻
、
一二
百
数
十
人
の
国
民
会
議

一

協
議
員
が
参
集
し
、
全
日
本
社
会
教
育
連
合
会
会

長
の
森
戸
辰
男
氏
を
国
民
会
議
議
長
に
選
出
し
、

議
長
挨
拶
、
事
務
局
長
の
態
章
制
定
経
過
報
告
、

自
然
保
諮
憲
章
案
朗
読
、
林
起
草
委
員
長
の
憲
章

案
説
明
の
後
、
参
列
協
議
員
の
質
議
に
林
修
三
氏

が
応
答
さ
れ
た
後
に
満
場
一
致
で
原
案
ど
お
り
自

然
保
護
憲
目却
を
可
決
し
た
。
こ
こ
に
初
め
て
、
長
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年
に
わ
た
り
待
望
さ
れ
た
わ
が
国
民
の
総
意
に
な

る
自
然
保
護
窟
掌
の
誕
生
を
み
た
次
第
で
あ
る
。

な
お
、
森
戸
議
長
の
発
意
を
も

っ
て
、
別
項
の
動

議
が
可
決
さ
れ
た
。

盛
況
だ
っ
た

憲
章
宣
言
式

そ
し
て
、
同
日
午
後
一
時
半
よ
り
、
同
じ
く
N

H
K
ホ

l
ル
に
お
い
て
、
皇
太
子

・
同
妃
両
殿
下

の
ご
台
臨
の
も
と
で
、
二
千
数
百
人
の
参
列
者
が

集
合
し
て
自
然
保
護
憲
章
の
宣
言
式
が
挙
行
さ
れ

す
こ
ぶ
る
盛
況
で
あ
っ
た
。

こ
の
宣
言
式
は
過
去
十
年
間
に
及
ぶ
自
然
保
護

憲
章
制
定
運
動
の
完
成
祝
典
と
し
て
、

一
期
限
を

画
す
る
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
こ
の
自
然
保
護
怒

章
を
広
く
国
民
の
聞
に
普
及
宣
伝
す
る
た
め
の
活

動
開
始
の
第
一
歩
で
も
あ
る
。

司
会
は

N
H
K
野
村
泰
治
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
で
、

ま
ず
自
然
保
誰
憲
章
国
民
会
議
議
長
森
戸
辰
男
氏

よ
り
別
項
の
ご
と
き
ご
挨
拶
が
あ
り
、
次
に
憲
章

の
朗
読
は
国
民
に
知
れ
渡
っ
た
有
名
人
を
と
の
意

見
も
あ
っ
た
が
、
自
然
保
護
憲
章
の
性
質
上
、
民

族
の
次
代
を
に
な
う
若
人
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
と
決

し
、
東
京
教
育
大
学
付
属
高
校
二
年
生
の
仙
石
新

君
に
お
願
い
し
た
。

さ
ら
に
、
通
例
の
式
典
に
は
行
政

・
1
法

・
司

法
の
最
高
位
者
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
る
こ
と
が
多

目

い

が

、
こ
れ
も
避
け
て
、
国
民
の
総
意
を
盛
り
上

月
げ
た
宣
言
式
と
し
て
、
各
界
を
代
表
す
る
と
考
え

η
t
 

年

ら
れ
る
方
々
よ
り
決
意
を
表
明
し
て
い
た
だ
く
こ

nwM
 

制

一
と
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
関
係
官
庁
の
代
表
と
し

昭

一
て
は
、
今
回
の
自
然
保
護
憲
章
制
定
促
進
の
最
大

護 146保労と自

推
進
者
で
あ
ら
れ
た
、
一二
木
武
夫
環
境
庁
長
官
に

お
願
い
し
、
次
に
、
若
人
の
代
表
と
し
て
東
京
教

育
大
学
付
属
高
校
二
年
女
子
学
生
の
下
平
由
美
子

さ
ん
に
、
さ
ら
に
、
民
間
成
人
代
表
と
し
て
、
画

家
の
東
山
魁
実
氏
に
そ
れ
ぞ
れ
お
願
い
し
て
、
別

項
の
よ
う
な
決
意
表
明
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
し
め
く
く
り
と
し
て
、ご
臨
席
の
皇
太

子
殿
下
よ
り
お
こ
と
ば
を
賜
り
閉
式
と
な
っ
た
。

以
上
、
大
体
四
十
分
の
式
典
を
終
わ
っ
た
が
、

せ
っ
か
く
全
国
よ
り
多
数
の
同
志
の
方
々
に
お
集

ま
り
願

っ
た
の
で
、
式
典
に
付
随
し
て
、
左
記
の

よ
う
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
四
十
五
分
催
し
て
、

雰
聞
気
を
盛
り
上
げ
た
。

ま
ず
、
N
H
K
ホ
l
ル
備
え
つ
け
の
世
界
的
に

り
っ
ぱ
な
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
、
斉
藤
英
美
さ
ん

が
演
奏
さ
れ
、
さ
ら
に
ベ
ギ
l
葉
山
さ
ん
と
、
本

田
路
津
子
さ
ん
と
、
ダ
l
ク
ダ
ッ
ク
ス
の
方
々
が

松
本
文
男
と
ミ
ュ

l
ジ
ッ
ク
メ

ー
カ
ー
ズ
の
伴
奏

に
よ
り
、
何
回
も
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
て
熱
心
に
歌

わ
れ
、
大
成
功
一泉
に
散
会
し
た
。

右
の
式
典
の
形
式
は
自
然
保
護
憲
章
の
宣
言
式

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
評
さ
れ
る
。

普
及
の

た
め
の

新
た
な
出
発
点

顧
み
れ
ば
、
昭
和
三
十
九
年
自
然
保
護
策
章
制

定
の
着
想
以
来
十
カ
年
の
歳
月
が
経
過
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
間
の
活
動
は
自
然
保
誰
憲
章
問
題
を

広
く
人
々
の
聞
に
思
考

・
理
解
し
て
も
ら
う
準
備

期
間
で
あ
り
、
こ
れ
は
こ
れ
で
有
意
義
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
今
回
の
国
民
会
議
と

宣
言
式
と
は
、
過
去
十
年
間
の
総
決
算
で
は
あ
る

が
、
深
遠
な
自
然
保
護
問
題
よ
り
考
え
れ
ば
、
こ

れ
は

一
応
の
時
期
を
画
す
る
一
里
塚
で
あ
る
と
同

時
に
、
新
た
に

一
般
国
民
の
聞
に
自
然
保
護
憲
章

を
普
及
せ
し
め
る
た
め
の
出
発
の
第

一
歩
で
も
あ

る
。今

後
、
こ
の
自
然
保
護
憲
章
を
い
か
に
広
く
普

及
徹
底
せ
し
め
る
か
の
問
題
が
最
も
大
切
で
あ
り

自
然
保
護
怒
掌
制
定
国
民
会
議
準
備
委
員
会
の
今

後
の
懸
案
で
も
あ
る
。
当
然
、
国
の
教
育
課
程
と

社
会
教
育
上
に
も
取
り
あ
げ
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
協
会
と
し
て
も
、
本
年
事
業
に
全
国
で
十

カ
所
前
後
の
一
泊
程
度
の
講
習
会
等
を
憲
章
問
題

を
中
心
と
し
て
開
催
し
た
い
。
ま
た
、
地
方
公
共

団
体
や
、
自
然
保
諮
団
体
等
の
自
然
保
諮
問
題
の

会
合
等
に
も
で
き
る
か
ぎ
り
協
力
し
た
い
。

さ
て
、
こ
の
自
然
保
護
憲
章
を
ま
と
め
上
げ
る

た
め
の
十
年
間
に
、
協
力

・
支
援
し
て
い
た
だ
い

た
同
志
の
方
々
は
す
こ
ぶ
る
多
数
に
及
び
、
そ
の

永
年
に
わ
た
る
献
身
的
な
以
内
力
に
対
し
て
は
何
と

お
礼
を
申
し
上
げ
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
、
先
年
の
日
本
自
然
保
護
協
会
の
憲

章
研
究
部
会
で
も
、
あ
る
い
は
憲
章
制
定
促
進
協

議
会
に
て
も
、
さ
ら
に
は
今
回
の
自
然
保
護
憲
章

制
定
国
民
会
議
を
聞
く
ま
で
の
、
多
数
の
懇
談
会

・
発
起
人
会

・
世
話
人
会

・
幹
事
会

・
準
備
委
員

会

・
起
草
委
員
会
等
の
会
合
が
す
こ
ぶ
る
頻
繁
に

聞
か
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
都
度
、
各
委
員
は
極

め
て
ご
多
忙
の
時
聞
を
さ
い
て
、

つ
と
め
て
出
席

さ
れ
て
、
積
極
的
に
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
自
然
保
護
憲
章
こ
そ

は
、
自
然
保
護
に
志
を
同
じ
う
す
る
多
数
の
方
々

の
永
年
に
わ
た
る
善
意
と
苦
労
の
椅
品
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
皆
様
の
ご
苦
労
に
対

し
て
、
日
本
自
然
保
護
協
会
も
、
自
然
保
護
憲
章

制
定
促
進
協
議
会
も
共
に
財
政
的
に
貧
弱
で
あ
っ

て
、
会
合
は
名
委
員
の
犠
牲
に
よ
り
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
い
た
次
第
で
あ
る
。
さ
ら
に
今
回
の
自
然

保
護
憲
章
制
定
国
民
会
議
関
係
の
経
費
に
し
て
も

極
め
て
不
十
分
で
あ
り
、
現
在
ま
だ
寄
付
金
を
募

集
中
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
経
費
は
委
員
会
そ

の
他
の
諸
会
合
と
国
民
会
議
と
宣
言
式
の
た
め
の

会
場
費

・
資
料
費
等
の
必
要
経
費
で
あ
っ

て
、
人

件
費
等
は
全
く
含
ま
れ
て
い
な
い
。
し
た
が

っ
て
、

今
回
の
会
合
も
、
そ
の
都
度
各
委
員
の
負
担
に
て

出
席
を
お
願
い
い
た
し
た
の
で
、
は
な
は
だ
心
苦

し
い
次
第
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
三
木
環
境
庁
長
官
は
じ
め
、
江
間
自

然
保
護
局
長

・
大
井
参
事
官

・
波
田
野
休
養
施
設

課
長
・
諏
訪
薗
専
門
官
等
環
境
庁
の
方
々
が
、
極

め
て
積
極
的
に
自
然
保
誰
態
目
挙
制
定
と
、
国
民
会

議

・
宣
言
式
の
開
催
に
ご
支
援
く
だ
さ

っ
た
こ
と

に
心
よ
り
感
謝
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

ま
た
、
今
回
の
国
民
会
議
準
備
委
員
会
の
事
務

は
国
立
公
国
協
会
と
当
協
会
の
奉
仕
に
よ
る
部
分

が
大
き
い
。
限
ら
れ
た
期
日
に
、
極
め
て
多
岐
に

わ
た
る
各
般
の
事
務
を
支
障
な
く
処
理
し
て
、
宣

言
式
ま
で
大
成
功
裏
に
運
ん
だ
関
係
者
の
努
力
に

刻
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。

(自
然
保
刈
怒
札
口
町
制
定
国
民
会
議
準
備
委
員
会
事
務
局
長
)
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自
然
保
護
憲
章
制
定

国

民

会

議

次

第

日
時
昭
和
四
十
九
年
六
月
五
日
(
水
)

会

場

N
H
K
ホ

l
ル

-

開

会
(
十
時
三
十
分
)

挨
拶
国
民
会
議
準
備
委
員
会
代
表

林

修

三

2 

護 146

議
長
選
出

経
過
報
告

5

議
事

ω
自
然
保
護
憲
章
案
の
審
議

ω
自
然
保
護
憲
章
宣
言
式
に
つ

い
て

6

閉
会
(
十
二
時
)

3 4 

事
務
局
長
石
神
甲
子
郎

{呆然

(
動
議
)
自
然
保
護
憲
章
の

普
及
・
実
践
に
つ
い
て

白
同

本
日
制
定
さ
れ
た
自
然
保
護
憲
章
は
、
自
然
保

護
に
対
す
る
国
民
の
指
標
と
な
る
も
の
で
あ

っ

て
、
そ
の
制
定
の
意
義
は
極
め
て
大
き
い
も
の
が

あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
自
然
保
護
憲
章
は
、
制
定
後
に

お
け
る
そ
の
普
及
と
実
践
こ
そ
が
、
最
も
必
要
で

あ
り
、
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

今
後
国
民
会
議
準
備
委
員
会
に
お
い
て
、
協
議

員
の
貴
重
な
意
見
を
十
分
尊
重
し
、
自
然
保
護
憲

章
の
普
及
と
実
践
を
は
か
る
手
段
・
方
法
等
に

つ

い
て
、
検
討
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ

ヲ令

。
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昭
和
四
十
九
年
六
月
五
日

自
然
保
護
憲
章
制
定
国
民
会
議

自
然
保
護
憲
章
宣
言
式
次
第

昭
和
四
十
九
年
六
月
五
日

(水
)

十
三
時
三
十
分

t
十
五
時

会

場

N
H
K
ホ

l
ル

式
次
第
(
四
十
分
)

1

開
会

挨
拶
国
民
会
議
議
長
森
戸
辰
男

自
然
保
護
憲
章
宣
言
東
京
教
育
大

学
付
属
高
等
学
校
第
二
学
年
生
徒

仙
石

新

日

時
2 3 4

決
意
表
明

ω
副
総
理

・
環
境
庁
長
官

三
木
武
夫

ω
東
京
教
育
大
学
付
属
高
等
学
校
第

二

学

年

生

徒

下

平

由

美

子

ω
日

本

芸

術

院

会

員

東

山

魁
夷

5

皇
太
子
股
下
の
お
こ
と
ば

6

閉
会

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
(
四
十
五
分
)

-

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
演
奏

・
斎
藤
英
美

う
た

・
出
演
ベ
ギ
l
葉
山
、
本
田
路

津
子
、
ダ
ー
ク
ダ
ッ
ク
ス

松
本
文
男
と
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
メ

ー
カ

ー
ズ

2 
森
戸
辰
男
で
ご
ざ
い
ま
す
。
午
前
中
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
自
然
保
護
憲
章
制
定
国
民
会
議
に
お
き

ま
し
て
、
不
肖
に
も
か
か
わ
ら
ず
議
長
に
選
出
さ

れ
、
協
議
員
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
、
満
場

一
致

国
民
会
議
議
長
挨
拶

森
一
一戸

辰

男

を
も

っ
て
、自
然
保
護
憲
章
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
た
だ
今
よ
り
、
皇
太
子
同
妃
両
殿

下
の
ご
臨
席
の
も
と
、
各
界
各
層
の
代
表
者
多
数

の
ご
列
席
を
得
て
、
こ
こ
に
自
然
保
護
憲
章
の
宣

言
式
を
挙
行
い
た
し
ま
す
に
あ
た
り
、
議
長
と
し

て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
は

ま
こ
と
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

近
年
に
お
け
る
技
術
文
明
の
急
速
な
発
達
に
反

比
例
い
た
し
ま
し
て
、
深
み
ゆ
く
生
存
に
対
す
る

危
機
感
か
ら
、
自
然
保
護
憲
章
を
制
定
す
る
こ
と

の
必
要
性
が
、
社
会
的
立
場
の
差
を
越
え
て
強
く

叫
ば
れ
て
お
り
ま
し
た
こ
と
は
、
皆
様
が
と
く
と

ご
承
知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
そ
う
し
た
、
い
わ

ば
国
民
的
要
望
が
結
集
さ
れ
、
練
り
あ
げ
ら
れ
ま

し
て
、
本
日
制
定
の
自
然
保
護
憲
章
に
ま
で
結
品

い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
そ
も

そ
も
自
然
保
護
憲
章
制
定
の
今
日
的
意
義
と
は
何

か
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
皆
様
と
と
も
に
考
え
て

み
た
い
と
存
じ
ま
す
。

申
す
ま
で
も
な
く
、
自
然
は
、
い
み
じ
く
も
憲

章
の
回目
頭
に
帽
破
し
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
私
ど

も
人
聞
を
含
め
て
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
母

胎
で
あ
り
、生
命
の
源
泉
で
あ
り
ま
す
。
生
物
は
、

自
然
か
ら
離
れ
て
は
絶
対
に
生
存
し
得
ら
れ
ま
せ

ん
。
万
物
の
霊
長
な
ど
と
誇
る
人
間
の
創
造
力
も
、

美
意
識
も
、
肉
体
が
自
然
か
ら
削
れ
る
と
同
時
に

荒
廃
し
、
枯
渇
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
ど
も
が
文
明
を
築
き
、
文

化
を
深
め
、
繁
栄
い
た
し
て
ま
い
り
ま
す
た
め
に

は
こ
の
自
然
の
中
に
、
原
始
人
の
ご
と
く
た
だ
安

住
す
る
だ
け
で
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
自

か

て

然
の
あ
る
要
素
を
食
糧
と
し
、
あ
る
要
素
を
資
源

と
し
て
賢
明
に
利
用
す
る
こ
と
も
ま
た
、

一
日
と

し
て
怠
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

一

利
用
す
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
、
程
度
の
差
こ

そ
あ
れ
、
自
然
の
あ
る
部
分
の
滅
失
、
変
化、

ぁ

-

る
い
は
破
壊
を
き
た
し
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
ど

一

の
よ
う
な
方
法
を
も
っ
て
利
用
し
、
そ
れ
を
ど
の

一

程
度
に
と
ど
め
る
か
が
問
題
の
始
め
で
あ
り
、
終

一

り
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
今
日
、
緊
急
な
世

一

界
的
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
と
く
に
経

一

済
の
急
速
か
っ
高
度
の
成
長
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
わ

一

が
国
に
お
い
て
は
、
他
に
例
を
見
な
い
ほ
ど
危
機

一

的
な
様
相
を
呈
し
て
お
勺
ま
す
。

一

そ
れ
ゆ
え
に
、
私
ど
も
は
、
自
然
の
利
用
を
生

一

態
系
の
許
容
す
る
範
囲
内
、
す
な
わ
ち
、
自
然
の

一

復
元
力
や
浄
化
力
等
が
及
ぶ
限
界
内
に
と
ど
め
な

↑

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
自
覚
し
、
憲
章
に
も
、

そ
の
意
味
を
強
く
盛
り
こ
ん
で
い
る
の
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、そ
の
限
界
を
正
確
に
知
る
こ
と
は
、
一

今
日
の
科
学
の
進
歩
を
も

っ
て
い
た
し
ま
し

て

一

も
、
い
や
む
し
ろ
、
科
学
の
進
歩
が
は
な
は
だ
披

一

行
的
で
あ
り
ま
す
が
放
に
、
な
お
容
易
で
な
い
の

一

で
あ
り
ま
す
。

一

も
ち
ろ
ん
、
国
は
自
然
保
護
、
環
境
保
全
の
諸

一

方
策
を
通
じ
て
、
こ
れ
に
対
処
す
る
こ
と
を
怠

つ

一

て
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
自
然
の
中
に
生
を
享
け
る

私
ど
も
国
民
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
み
ず
か
ら
進

ん
で
そ
れ
を
知
る
た
め
に
今
後
の
研
究
を
傾
注
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
、
自
然
の
と
う
と
き
、
自
然

の
し
く
み
の
精
妙
さ
、
自
然
の
貴
重
さ
を
旧
に
銘

じ、

あ
ら
ゆ
る
行
動
を
律
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
存
じ
ま
す
。

本
日
定
め
ら
れ
ま
し
た
自
然
保
護
憲
章
は
、
そ

う
し
た
思
想
を
、
前
文
、

主
標
、
実
践
項
目
の
胤

を
も

っ
て
述
べ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
比
較
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的
平
易
な
行
文
の
聞
に
は
、
各
分
野
に
わ
た
る
多

数
の
関
係
者
の
方
々
の
、
多
年
に
わ
た
る
ご
研
究

や
ご
努
力
が
圧
縮
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
て

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
・
き
わ
め
て
探
く
、
そ
の

表
現
の
源
は
、
は
な
は
だ
遠
い
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
憲
章
は
、
先
刻
制
定
さ

れ
た
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
う
え
に
、
時
間
の
関
係

も
あ
り
ま
す
た
め
、
意
味
の
詳
細
は
、
近
く
発
表

さ
れ
る
解
説
書
に
ゆ
ず
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し

て
、
参
列
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
ず
、

次
の
世
代
を
に
な
う
若
人
に
よ
る
宣
言
を
お
聞
き

願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
憲
章
を
も

っ
て
、
私
ど
も
国
民
の
自
然
に

対
す
る
反
省
の
資
と
し
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
こ
れ

か
ら
の
諸
行
動
の
規
範
と
し
て
ゆ
き
ま
す
な
ら
ば

限
り
あ
る
地
球
上
に
住
む
私
ど
も
と
私
ど
も
の
子

孫
に
も
、
永
く
健
康
で
充
実
し
た
生
活
を
送
る
道

が
聞
け
る
の
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。
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簡
単
な
が
ら
、
こ
れ
を
も

っ
て
、
自
然
保
護
憲

章
制
定
国
民
会
議
議
長
と
し
て
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

川

副
総
理

・
環
境
庁
長
官

川

川

三

木

武

夫

川

ぜ
ん
C
〈
あ
ら
た

た
だ
い
ま
、
千
石
新
君
の
し

っ
か
り
し
た
宣
言

に
耳
を
傾
け
て
お
り
ま
し
て
、
私
は
国
民
の

一
人

と
し
て
、
ま
た
環
境
庁
長
官
と
し
て
深
い
感
銘
を

覚
え
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
、
身
の
ひ
き
し
ま
る
思

い
が
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

思
え
ば
、
す
で
に
十
年
も
前
か
ら
、
経
済
成
長

優
先
主
義
が
横
行
す
る
時
勢
に
あ
っ
て
、
自
然
保

護
憲
章
を
作
ろ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
、小
さ
な
、

し
か
し
確
固
と
し
た
炎
が
、
自
然
保
護
の
先
覚
者

た
ち
の
胸
の
中
に
と
も
っ
て
い

っ
た
の
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
炎
は
、
自
然
破
壊
が
激
し
さ
を
増
す
と

と
も
に
、
煉
原
の
火
と
な
っ
て
燃
え
拡
が
り
ま
し

た
。
そ
し
て
時
に
は
、
政
府
の
施
策
に
対
す
る
叱

正
と
な
り
、
時
に
は
、
郷
土
の
自
然
を
守
る
住
民

運
動
と
な
り
、
絶
え
る
こ
と
な
く
、
本
日
の
こ
の

式
典
へ
と
一
直
線
に
つ
な
が
っ
て
き
た
の
で
あ
り

ま
す
。
私
は
こ
の
機
会
を
借
り
ま
し
て
、
な
に
よ

り
も
ま
ず
、
長
く
自
然
保
護
運
動
を
続
け
ら
れ
、

こ
の
憲
章
を
結
実
さ
せ
ら
れ
た
み
な
様
が
た
の
ご

労
苦
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
憲
章
の
内
容
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
は
平
易
な
言
葉
に
よ
っ
て
織
ら
れ
て
は
お
り

ま
す
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
き
わ
め
て

深
遠
な
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ド
イ

ツ
の
偉

決

意

表

明

大
な
哲
学
者
、
シ
ュ
バ

イ
ツ
ア
ー
は
、
よ
く
、
人

聞
が
作

っ
た
倫
理
と
い
う
よ
う
な
も
の
の
中
に
、

鳥
や
け
も
の
な
ど
、
自
然
の
生
き
も
の
に
対
す
る

人
聞
の
行
動
規
定
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
を
嘆
い

て
い
た
そ
う
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
わ
が
国
に

お
い
て
も
、
自
然
に
対
す
る
国
民
の
心
構
え
を
き

め
た
自
然
保
護
憲
章
が
こ
こ

に
生
れ
た
の
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
、
憲
章
の
誕
生
こ

そ
は
、
シ
ュ
パ

イ
ツ
ア
ー
の
い
う
欠
落
し
た
倫
理

規
定
を
埋
め
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で

き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
の
憲
章
は
、
私
た
ち
国
民
に
、
な
か

ん
ず
く
、
政
府
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
に
携
る

も
の
た
ち
に
、

'価
値
の
転
換
を
鋭
く
迫

っ
て
い
る

も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
少
な

く
と
も
、
そ
れ
は
経
済
効
率
と
い
う
価
値
基
準
よ

り
、
人
聞
の
健
康
、
幸
福
、
美
に
対
す
る
憧
慢
、

と
い
う
よ
う
な
基
準
こ
そ
が
大
切
で
あ
る
と
教
え

て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
の
基
準
こ
そ
は
、
私
た
ち
人
聞
が
自
然
環
境
の

中
に
お
い
て
、
よ
り
多
く
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
環
境
行
政
の
責
任

者
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
事
実
を
肝
に
銘
じ
、
今

後
の
自
然
保
護
行
政
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
憲
章
は
、
私
た
ち
に
自
然
と
の

新
し
い
関
係
、
す
な
わ
ち
、
自
然
と
人
間
と
は
調

和
を
保
ち
つ
つ
共
生
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
新
し
い
関
係
を
示
唆
し
て
お
り
ま
す
。
共
生
|

共
に
生
き
る
ー
と
い
う
言
葉
の
意
味
は
簡
単
で
は

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
具
体
的
に
実

現
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
り
ま
す
。
鳥

が
崎一
り
、
花
が
咲
き
き
そ
う
豊
か
な
人
間
環
境
の

創
造
と
い
う
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
難
し
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
環

境
創
造
へ
の
努
力
を
怠

つ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
の
道
は
た
と
え
岨
し
く
と
も
、
こ
の
自
然

保
護
憲
章
の
制
定
を

一
つ
の
契
機
と
し
て
、
さ
ら

に
一
層
の
努
力
を
傾
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
が
冒
頭
に
申
し
ま
し
た
、
身
の
ひ
き
し
ま
る
思

い
と
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
よ
う
な
責
務
を
痛
感
し

た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
な
に
と
ぞ
、
本
日
こ
こ
に

お
集
り
の
み
な
様
が
た
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
従

来
に
も
ま
し
て
暖
い
ご
支
援
と
ご
鞭
挫
と
を
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
決

意
の
表
明
を
終
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

決

意

表

明
下

平

由

美
子

こ
の
度
、
自
然
保
護
憲
章
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

こ
と
は
、
豊
か
な
自
然
を
失
い
つ
つ
あ
る
日
本
に

と
り
ま
し
て
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で

あ

り
ま

寸
J
O豊

か
な
自
然
は
人
々
の
心
を
う
る
お
し
、
な
ご

一

ま
せ
、
生
活
を
円
滑
に
い
た
し
ま
す
。
さ
わ
や
か

一

な
縁
に
目
を
む
け
、
清
い
流
れ
の
音
に
耳
を
傾
け

一

る
こ
と
に
よ
り
、
私
達
は
安
ら
ぎ
を
覚
え
、
生
活

一

の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
培
う
の
で
あ
り
ま
す
。

一

し
か
し
、
近
年
そ
の
大
切
な
自
然
が
近
代
化
の

一

名
の
も
と
に
、著
し
く
破
壊
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

一

紅
葉
の
名
所
、
す
ず
や
か
な
渓
谷
、雄
大
な
山
々
、

-

美
し
い
湖
畔
な
ど
、
人
々
の
心
を
惹
き

つ
け
る
豊

一

か
な
自
然
は
多
く
観
光
地
化
さ
れ
、
人
の
手
が
加

一

え
ら
れ
、
ご
み
に
ま
み
れ
て
、
痛
ま
し
い
姿
を
呈

一
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し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
都
市
化
の
波
は
、
日
本
の
大
都
市
近
郊
を

こ
と
ご
と
く
襲
い
、
緑
の
な
い
砂
漠
地
帯
を
ど
ん

ど
ん
広
げ
て
お
り
ま
す
。
緑
の
み
な
ら
ず
、
河
川

・
海
洋
の
汚
染
、
大
気
の
汚
染
も
は
げ
し
く
、
特

に
こ
れ
ら
は
、
単
に
景
観
を
損
ね
、
人
々
の
憩
い

を
奪
う
だ
け
で
な
く
、
人
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

公
害
を
惹
き
起
し
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て

い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
て
、
私
達
は
手
を
こ

ま
ね
い
て
み
て
い
る
わ
け
に
は
参
り
ま
せ
ん
。
何

と
か
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
自
然

を
破
壊
し
て
き
た
開
発
、
近
代
化
と
い
っ
た
も
の

は
、
自
然
に
対
し
て
こ
そ
、
い
ま
わ
し
い
働
き
か

け
を
い
た
し
ま
す
が
、
本
来
、
こ
れ
ら
は
人
聞
に

と
っ
て
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

社
会
・
科
学
の
進
歩
発
展
は
、
む
し
ろ
人
間
生

活
の
一
つ
の
目
的
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

自
然
保
護
の
た
め
と
い
っ
て
、
従
来
の
す
べ
て
を

否
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、
こ

の
ま
ま
で
近
代
化
の
進
む
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
私

達
は
日
本
の
社
会
的
・
経
済
的
成
長
と
、
自
然
保

護
を
両
立
さ
せ
る
と
い
う
困
難
事
を
達
成
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
な
ま
や

さ
し
い
努
力
で
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
を
な
し
と
げ
る
の
は
、
私
達
若
者

の
義
務
で
あ
り
ま
す
。
次
の
世
代
を
に
な
う
若
者

が
、
こ
れ
を
熟
慮
し
、
常
に
問
題
意
識
を
も
っ
て

み
つ
め
、
実
践
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
自
然
保
護

と
い
う
も
の
を
息
の
長
い
碓
実
な
も
の
に
し
て
い

く
の
は
不
可
能
な
の
で
あ
り
ま
す
。

現
在
の
日
本
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
み
て
、
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む
ず
か
し
い
局
面
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
社
会
の
発
展

を
は
か
り
、
自
然
保
護
も
遂
行
す
る
と
い
う
の
は
、

確
か
に
困
難
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
達
若
者

は
、
豊
か
な
自
然
と
、
人
間
自
身
の
た
め
に
、
自

然
保
護
憲
章
の
精
神
に
の
っ
と
っ
て
、
自
然
回
復

・
自
然
保
護
の
努
力
を
惜
し
ま
な
い
決
意
を
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

…
自
然
は
心
の
鏡

H

東

山

魁

夷

自
然
は
人
の
心
を
映
す
鏡
で
あ
る
と
私
は
思
っ

て
お
り
ま
す
。
日
本
の
自
然
は
、
日
本
人
の
心
を

映
す
鋭
で
あ
り
ま
す
。

日
本
の
文
化
な
り
、
日
本
人
の
美
の
心
を
考
え

ま
す
と
、
千
年
を
越
え
る
遠
い
背
か
ら
、
度
々
、

外
国
の
影
響
を
強
く
受
け
て
来
ま
し
た
し
、
ま
た
、

日
本
人
は
外
来
文
化
の
摂
取
に
常
に
積
極
的
で
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

日
本
独
自
の
文
化
、
日
本
人
特
有
の
美
の
心
を
失

わ
ず
に
、
持
ち
続
け
て
来
た
の
は
、
日
本
の
風
土

に
よ
る
純
化
作
用
と
で
も
言
う
べ
き
力
が
、
絶
え

ず
働
き
か
け
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
い
わ
ば
、
日
本
の
自
然
は
、
日
本
人
が
日
本

人
で
あ
る
た
め
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
あ
り
、

い
つ
の
時
代
を
通
じ
て
も
、
文
化
の
創
造
の
基
盤

と
な
り
、
心
の
拠
り
処
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

島
国
で
あ
る
日
本
は
、
大
陸
的
な
規
模
こ
そ
あ

り
ま
せ
ん
が
、
雪
を
戴
く
一角
い
嶺
や
煙
を
噴
く
山

も
あ
り
、
流
れ
の
急
な
深
い
谷
も
あ
り
、
複
雑
な

海
岸
線
を
持
ち
、
樹
木
は
よ
く
繁
り
、
四
季
折
々

の
移
り
変
り
が
実
に
鮮
や
か
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
変
化
に
富
ん
だ
、
き
め
の
こ
ま
や
か
な
風

景
美
に
恵
ま
れ
た
国
は
、
世
界
に
も
あ
ま
り
類
が

無
い
と
さ
え
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
日
本
の
自
然
こ

そ
、
日
本
人
の
か
け
が
え
の
無
い
宝
で
あ
り
、
誇

り
で
あ
る
と
言
う
べ
き
で
す
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
い
ま
、
日
本
の
自

然
は
甚
し
く
荒
れ
て
来
ま
し
た
二
年
を
通
じ
て
、

よ
く
山
や
海
に
旅
し
て
い
る
私
は
、
そ
れ
が
目
に

見
え
て
進
ん
で
来
て
い
る
の
を
感
じ
、
時
に
は
絶

望
的
な
気
持
に
な
る
く
ら
い
で
す
。
日
本
人
の
心

を
映
す
鏡
は
曇
り
果
て
、
今
に
も
ひ
び
割
れ
そ
う

な
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
狭
い
国
土
に
多
く
の

人
が
住
む
た
め
の
必
要
か
ら
の
自
然
の
開
発
は
、

勿
論
、
当
然
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
、

破
媛
や
汚
染
に
対
し
て
の
細
心
の
配
慮
の
上
で
行

わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
生
活
の
必
需
で
な
い
開
発
や
破
壊

が
、
実
に
恐
し
い
勢
い
で
美
し
い
自
然
を
食
い
荒

し
て
い
る
現
状
で
す
。

自
然
を
改
変
し
て
人
工
の
楽
園
を
造
る
こ
と
が

人
間
生
活
の
豊
か
さ
に
繋
る
と
い
う
考
え
方
が
、

い
ま
や
、
聞
い
直
さ
れ
る
べ
き
時
に
来
て
い
る
こ

と
は
、
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、

更
に
多
く
の
人
口
を
持
っ
て
、
こ
の
国
土
に
住
む

私
達
の
子
孫
の
こ
と
を
考
え
て
も
、
い
ま
残
っ
て

い
る
自
然
を
大
切
に
保
存
し
て
、
少
し
で
も
多
く

遣
し
伝
え
る
こ
と
が
、
私
達
国
民
全
体
の
重
大
な

責
任
で
あ
り
、
目
下
の
急
務
で
あ
る
と
言
う
べ
き

で
す
。も

し
、
自
然
の
破
壊
が
こ
れ
以
上
進
め
ば
、
私

達
は
日
本
歴
史
の
上
に
大
き
な
汚
点
を
残
す
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。
私
達
の
時
代
は
繁
栄
の
時
代

で
は
無
く
、
心
の
貧
し
い
荒
廃
し
た
時
代
で
あ
っ

た
と
言
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
国
民
各
層
の
声
を
結
集
し
て
、
本
日
、
自

然
保
護
憲
章
が
制
定
さ
れ
た
の
は
誠
に
嬉
し
い
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
憲
章
の
作
成
に
御
尽
力
下
さ
い

ま
し
た
方
々
の
並
々
な
ら
ぬ
御
苦
心
に
対
し
、
深

い
感
謝
を
捧
げ
ま
す
。
私
達
は
こ
の
憲
章
を
し
っ

か
り
と
胸
に
刻
み
こ
み
、
美
し
い
日
本
の
自
然
l

私
達
の
心
の
鏡
を
、
い
つ
ま
で
も
清
ら
か
に
保
ち

た
い
と
、
切
に
願
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

…
皇
太
子
殿
下
の
よ
ぞ
一
一一口葉

自
然
保
護
憲
章
の
宣
言
式
が
聞
か
れ
る
に
当
た

り
、
全
国
か
ら
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
接
す
る
機

会
を
得
た
こ
と
は
、
私
の
大
き
な
喜
び
で
あ
り
ま

す。
私
達
の
祖
先
は
、
自
然
を
尊
び
、
自
然
を
愛
し、

心
か
ら
親
し
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

今
日
、
自
然
環
境
を
め
ぐ
る
情
勢
に
は
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
時
機
に
、
関
係
者
の

皆
さ
ん
の
努
力
に
よ
り
、
自
然
保
護
憲
章
が
制
定

さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り

ま
す
。私

達
は
、
祖
先
の
心
を
受
け
継
ぎ
、
自
然
の
保

護
と
環
境
の
保
全
に
力
を
注
ぎ
、
豊
か
で
平
和
な

社
会
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
然
保
護
憲
章
の
精
神
が
、
自
然
に
対
す
る
一

人

一
人
の
心
構
え
と
し
て
、
普
及
し
、
立
派
に
成

長
す
る
よ
う
望
ん
で
や
み
ま
せ
ん
。
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